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急速静注法に よる排泄性腎盂 レ線撮影法並びに経腰的大動脈 レ線撮影法への応用.
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    CLINICAL EVALUATION OF TWO NEW CONTRAST 

 MEDIA  : CONRAY AND ANGIO-CONRAY 

         Application to the Rapid-sequence Intravenous Pyelography 

                    and the Translumbar Aortography 

                 Takamitsu KUSUNOKI and Yasuyuki ISOBE 

           From the Department of Urology, Osaka University Medical School 

                         (Director  : Prof. Dr. T. Kusunoki) 

   The rapid-sequence intravenous pyelography with new contrast media Conray was per-

formed on 43 hypertensive patients for the screening test of renovascular hypertension. 

   The translumbar aortography with Angio-Conray was also performed on 14 patients 

with a total 16 injections. 

   It was reasonable to conclude that satisfactory visualization was given with smaller 

dose of Conray and Angio-Conray,  2030 ml., than the  other common contrast media. 
   No serious side effects were encountered in all cases.

腎孟 レ線撮影法及 び腎血管 レ線撮影法 は,各

種腎疾患 をはじめ とす る尿路 疾患並 びに高血 圧

の診断に,な くてはな らない重要 な検査法 で あ

る.ま た,撮 影 に際 しての造影剤 も,1923年 ヨ

ー ドナ トリュームを用 いて
,最 初の排泄性尿 路

撮影が行われて以来,多 数 の化合物 が製 作 され,

現在では 多 くの優れ た 造 影剤が 使 用 され て い

る.我 々は最近,第 一製 薬 よ り新造影 剤Conray

及びAngio-Conrayの 提 供を受 けたので,本

剤の粘稠度 が低 い と云 う特性 を生 か して,急 速

静注法に よる排泄性 腎孟 レ線撮影 法及び経腰的

大動脈 レ線撮影法 に 応用 す る こ とが で きた の

で,そ の結果 を報告 す る.

IConray及 びAngio-Conrayに つ いて

本剤は米国Mallickrodt社 で 製作された新造影剤

で,排 泄性腎孟撮影,脳 血管撮影,経 股動脈的血管撮

影,静 脈 撮 影及 び 心 臓 血管 撮 影 に用 い られ る.本 剤 は

ヨー ド含有 量 が 高 く,し か も粘 稠 度 が 低 い 為 に,注 入

が 容 易 で,少 量 で 優 れ た レ線 像が 得 られ る理 想 的 な 造

影 剤 で あ る.本 剤 はIothalamicAcidと 呼 ばれ る 白

色 結 晶状 固体 で,第1図 の如 き化 学 構 造 式 を 有 して い

る.そ の 化学 名 は5-acetamido-2,4,6-triiodo-N-

methylisophthalamicacidで,分 子 量 は614,ヨ ー

ド含有 量 は62.O%で あ る.Conray及 びAngio-Con-

rayの 組 成 は 第1表 の如 くで,ConrayはN-methyl-

glucamine塩 の60%溶 液 で,Angio-Conrayは ナ ト

リ,一 ム塩 の80%溶 液 で あ る.こ こで現 在 一般 に使 用

され て い る市 販 の造 影 剤 と,性 状 及 び毒 性 等 に つ い て

比 較 し てみ る と,第2表 の 如 くで あ る.即 ち,他 剤 に

比 較 して ヨー ド含 有 量 の高 い 割 に 粘 稠 度 が 低 く,毒 性

が 少 い と云 う事 は,血 管 造 影 剤 と して 極 め て優 秀 な点

を備 え て い る事 と云 え る.

II臨 床 例 使 用 成 績
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第 ユ図.Conray及 びAngio-Conrayの 構 造 式.

第1表

Conray及 びAngio-Conrayの ヨ ー ド含 有 量 及 び

粘 稠 度

Conray
1・・9・・一…ray

組 成

ヨー ド含 有量

粘 稠 度

(37,5。C)

N-methylglucamine

塩60%

28.2%

4cps

ナ トリュ ー ム塩

80%

48,0%

8.4cps

我々は腎性高血圧のScreeningtestの 一つとして,

急速静注法による排泄性腎孟レ線撮影法を行つている

が,Conrayを 本 法に使用することが出来た.薄 象と

した患者はユ5才より65才の男女例で,収 縮期血圧160

mmHg以 上,拡 張期血圧95mmHg以 上の高血圧患

老34例 である.

〔1)急 速静注性腎孟レ線撮影法

撮影前日よりヒマシ油を投与し,脱 水状態に してお

いた患者にヨー ド反応テス トを行 う.反 応のない事を

確かめた後,背 位水平位にて,先 ず,急 速利尿をつけ

る目的で5%～10%ブ ドウ糖溶液500ccを 肘静脈に

静注出来る様セッ トしておく.次 いで,両 側肘静脈よ

りConray20～30ccを,30秒 以内に静注し,1,2,

3,5,10,15,20,及 び25分 に撮影する.3分 後より

点滴の速度を早めて,25分 に500cc全 量を注入出来

る様に調節する.

34例 の1回 注入量は,年 令及び体重によつて定めた

第2表

各種造影剤のヨー ド含有量及び粘稠度

組 成

幣{,;::::

ヨー ド含有量

(W/V%)

LD50(g/kg)

マ ウス静 注

Conray60%

Methylgluca-
rnine

iothalamate

6.1

4.0

28

17±1

Angio-Conray

80%

Sodium

iothalamate

14.4

8.4

48

19

Hypaque50%

Sodium

diatrizoate

3.1

30

12.6±0.88

HypaqueM
90%

Sodium
diatrizoate30%
Methyl-

glucamine
diatrizoate60%

46.8

30.3

46

Cardiografin
85%

Methy1-

91ucamine
diatrizoate

28.8

23.3

40

10.5

が,大 体20ccで 充分満足すべきレ線像を得た.右 腎

動脈狭窄の1例 について,注 入後1,2,3,5,10,15

及び20分 後のレ線像を示すと,第2図 ～第8図 の如 く

である.こ れ等の図から分る様に,注 入後5分 で腎孟

像は最も鮮明になるが,本 法では5分 で既に利尿が起

つている為,腎 孟内で排泄された造影剤の稀釈が行わ

れているものと考えられる.従 つて脱水時の状態であ

れば,更 に鮮明なレ線像を得 られるものと思われる.

急速静注に伴 う副作用については,有 機 ヨー ド剤特

有の熱感が,そ れは全例に認められたが,中 等度ある

いは軽度であつて,1例 に悪心を見たのみであつた .

症例数が少い為もあるが,ウ ロコリンなどを使用する

時,し ばしば起る尊麻疹が,1例 も経験されなかつた

事は注目に値する.

② 経腰的大動脈レ線撮影法

対象とした症例は21才 ～58才 の男女例14例 で,そ の

うちわけは,第3表 の如くである.

撮影方法=撮 影前10時 間絶食とし,ヨ ー ド反応のな

い事を確かめる.14例 中8例 には撮影前30分 に,抗 ヒ

スタミソ剤の注射を行い,更 にブスコパン等の平滑筋

弛緩剤の注射を行う.患 者は腹位水平位で,局 所麻酔

の下で行 う.注 入器は土屋式を用い,大 動脈穿刺針は

16番 ないし17番 を用いる.注 入は全て手動で行い,

Angio-Conray20～30ccを1秒 間に約10ccの 速度

で,約2/3注 入されたところで撮影する.

14例 中2例 に血管外漏出を認めたが,12例 に全て鮮

明なレ線像を得た.そ のうちの3例 について図示する

ヒ,第9図 ～第11図 の如くである.副 作用は,血 管外
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第3表

症 例 の 分 類

陣 数 醐 回数

高血圧 右腎動脈狭窄

右慢性腎孟腎炎

左腎孟腎炎1

アル ドステロソ症1

その他1

腎腫瘍

水腎症

発育不全腎(左)1

2

2

1

1

4

2

1

1

4

2

1

1

4

2

1

1

計 14 16

第4表 副 作 用

前処置(+)前 処 置(一)

熱 感

下 腹 部 痛

悪 心

発 疹

背 部 痛

低 血 圧

計

8

5

1

2

2

1

6

3

1

3

0

0

19 13

漏出を起した2例 に,一 過性の背部激痛を見たが,他

の12例では,第4表 の如 く軽度であつた.ま た,抗 ヒ

スタミン剤やブスコパソ等の鎮痛剤を投与しておいた

ものと,し なかつたものとでは,殆 んど差が見られな

かつたので,こ の点でも,刺 戟性の少い造影剤である

ことが分る.造 影剤の注入量に関しても,従 来我々が

用いている,76%ウ ログラフィソ或は75%ウ ロコリソ

Mの30～40ccに 比 して,30%位 少 く,手 動による注

入も極めて容易であつた.

按
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III考

Conray及 びAngio-Conrayは,臨 床的 に,

市販 されてい る他 の造影剤 に比較 して優れてい

ることは,既 に多 くの人 々に よつて認め られ て

いるMarshallandLing(1963),Frieden-

berg(1964),立 入 等(1964).即 ち,実 験的 に

も毒性が低 く,粘 稠度が低 いので,ヵ テーテル

及び注射針 等を通 して,短 時 間に大量 を注入 す

ることが可 能で ある.し か し,我 々が新 しい造

影剤に接 して,最 も有難 い点は,副 作用 の少い

安全 な点で ある.従 来 使用 され てい る市 販の造

影剤を見 ると,毒 性及 び ヨー ド含有量 の点では～

か な り満足すべ き製 剤が出来 てい る.従 つて,

副 作 用 の点 につ いて も少 く・なつてい る.例 えば,

Bonder(1955)の 報 告 に よる と,300例 の患者

にHypaqueを 用 いて排泄性 腎孟撮影を行い,

悪 心,嘔 吐,軽 微 な難 麻疹等の軽い副作用が

9,8%に 見 られたのみ であった.Friedenberg

(1964)がConrayとUrografinと につ いて,

普 通 の 注 入速 度に よる 副作用 を 比較 して い る

が,熱 感,疹 痛,悪 心及 び嘔吐等 の軽 い ものば

か りで,殆 ん ど同程度 に起 つている.我 々の場

合 は,34例 の 排泄性腎孟撮影だ けで見 ると,急

速静注法 に も拘 らず,一 過性 の熱感だ けで,副

作用 の為 に検査を中断 した例 はな く,こ の事 は

Marsha11(!963)の665例 の経験か ら,Conray

は 注 入時間 と副作用は無関係 である と云 う事 と

一 致 してい る
.我 々の選 んだ症例 は,高 血圧患

者 ばか りで,腎 性高血圧 の診断 が第一 の 目的 で

あ る為,脱 水時及 び利尿時 の連続的 な レ線像 に

よつて,従 来 の方法 では得 られ ない様 な細 い分

腎機能異常の発見が必 要 で あ つ た.こ の 点

Conrayは 他 の造影 剤 と異 り副作用が 少 く,最

適 な造 影剤で ある と考 えられ る,一 方,大 動脈

撮影 に用いたAngio-Conrayに 関 して も同 じ様

に,局 所麻酔 の下 で痙痛 を感 じさせ ない程 度に

施行可能 であるが,一 過性 の熱感及 び腹部 より

下腿部 にかけ ての軽 い疹痛は,さ け られ ない様

である.ま た,血 管外 に漏 出 した場 合 には,か

な り強 い疹痛 を訴 え るが,こ れ も一過性 で,何

んの障害 も残 さなかつた.従 来 の造影剤 は血管

撮影 の場合,ヨ ー ド含有量が多 くな るに従 い.

粘 稠度 が増加 し,急 速注入が 困難 であ る為 に,

最 近 では専 ら注入器 で,全 て自動的 に注 入す る

方法 が取 られてい る.し か し,Angio-Conray

を使 用すれば,手 動 で充分 必要 な量 を注入可能

であ る.し か も,市 販 の造 影剤中,最 高 の ヨー

ド含有量 であ るので,血 管撮影 には最適 であろ

う.副 作用 の問題 は多 くの症例 に応用 して初 め

て他 の造影剤 と比較 す ることが 出来 るめで,こ

の様 な少 数例 では正確 な事 は分 らないが,我 々

の経験 か らでは,最 も 安全 な 造影 剤 と 思われ

る.
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nings,F.G.andAmplatz,K:Sqrgery,

IV結 語

新造影 剤Conray及 びAngio-Conrayに っ

いて そ の特徴 な らびに 臨床 経験 について 述 べ

た.本 剤は臨床経 験において特に,急 速静注法

による排 泄性 腎孟 レ線 撮影 法には最適な造影剤

である事が分つた,ま た14例 の 大動脈 レ線撮 影

法に応用 されたAngio-Conrayは,血 管撮影 に

とつて,安 全 で,使 い易い造影剤で ある.
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日 箪 鰹 叢繋撫 ζ=
高級持続Mif・・Vプア剤り ㌔ 『S-eゴ

★ 薬 価 基 準

末1gI9円10

注(10%)10㎡1A65円

(〃)5Pte.1A35円

B注(10%)2溜1 .A18円

シ ロ ッ プ(5%)1m24円20

(スルファモノメトキシン》

■ 特 に グ ラ ム 陰性 菌 に起 因 す る疾 患 に も高 い有

効 率 を示 して い ます 。

■効 果 発 現 が早 く3～5日 前 後 で 治癒 、 お よ び

有 効 が 認 め られ て い ます 。'』.:一

■ 副 作 用 は ほ とん どみ られず 、慢 性 疾 患 に も安

心 して 投 与 で きます 。

■ 乳 幼 児 に は シ ロ ップ を。

〔!包装 〕 斗ミ2591009500g錠(0.25g)

注(10%)5me,10nLe各10A,50A

第 一 製 薬 株 式 会 社 東

圏 ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■

10錠 シ ロ ッ プ(5%)SOOmt

B注(10%)2me10A,50A

京 都 中 央 区 日 本 橋

1
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第2図15才,男,右 腎 動 脈 狭 窄 例,Conray30cc静

注 後1分 の レ線 像:左 右 共nephrographic

phaseで,腎 孟 像 は 未 だ み られ ない

鴎

Q

o

、

第3凶,しonray静 注 後2分 の レ線 像:左 右 共

pyelographicphaseで あ るが,左 に比 し

て右 は 稽 々お くれ て い る.

,

⊃

⊃

L

第4図.Conray静 注 後3分 のレ線像2分 後の像

と大体同じ様であるが,左 に比 して右は淡

い.

ハ

第5図.Conray注 射後5分 のレ線像=両 腎共造影

剤排泄は最高に達している.こ れより急速

利尿に入る.

コ

[、

第6図 同じく10分後のレ線像 利尿期に入り,左

腎孟像は少 し淡 くなつている.

第7図.同 じく15分後のレ線像 右腎孟像は濃縮さ

れたまま残つているが,左 腎孟像は尿量の

増加の為造影剤は稀釈されて造影されない.

左腎のWashout現 象 である.
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o

第8図.同 じ く20分 後 の レ線像:第7図 と同様 に左 腎

のWashout現 象 と,右 腎 はhypercon-

centrationが 見 られ る.

第9図.20才,男,右 腎 孟 腎炎,
Angio-Conray25cc注 入

に よ る大 動脈 レ線 像:左 右

共2本 つ つ の 腎動 脈 を 有 し
て い る.腎 内動 脈 も追 求 可

能 で,特 に著 変 は な い(→ 印).

》.

第10図.27才,女,高 血 圧,Angio-

Conray30cc注 入 に よ る 大

動 脈 レ線 像:腎 動脈 及び 腎 内

動 脈 枝 に著 変 は な い(→ 印)。

第!1図.58才,男,右 慢性腎孟腎炎,

Angio-Conray20cc注 入によ

る大動脈 レ線像=右 腎動脈は細

く,腎 内動脈枝も粗である(→

印).本 例は右腎別除術によつ

て術前の高血圧は正常化した.




